
少
年
少
女
教
化
の

実
際

-
「
修
養
道
場
」
開
設
の
体
験
か
ら

-

少
年
少
女
教
化
活
動
の
実
際
の
姿
を
、
過
去
二
度
の
経
験
を
通
し

て
、
教
課
内
容
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
問
題
、
教
材
の
問
題
、
講
師
陣

容
、
各
種
の
資
料
を
提
示
し
、
涌
出
す
る
諸
問
題
、
反
省
や
困
難
な

ど
を
あ
げ
大
方
の
ご
教
示
を
仰
ぎ
た
い
。

特
に
こ
こ
で
は
、
少
年
少
女
活
動
の
一
つ
の
動
き
と
し
て
二
滴
三

日
に
わ
た
る
『
少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
教
修
養
道
場
』
開
設
に

関
し
て
の
現
況
報
告
と
し
内
容
紹
介
を
中
心
と
し
た
レ
ポ
ー
ト
と
し

た
い
。
二
度
の
体
験
の
中
か
ら
現
宗
研
教
化
研
究
会
議
や
布
教
研
修

所
講
義
、
全
国
日
青
結
集
等
に
お
い
て
経
験
発
表
を
し
て
お
り
、
私

の
さ
さ
や
か
な
教
化
活
動
が
生
か
さ
れ
許
容
さ
れ
る
べ
き
点
は
受
け

入
れ
ら
れ
て
全
国
各
地
に
そ
の
開
設
が
進
め
ぢ
れ
実
働
さ
れ
て
い
る

こ
と
は
喜
び
に
た
え
ず
、
現
宗
研
機
関
誌
に
そ
の
内
容
レ
ポ
ー
ト
が

掲
載
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
っ
そ
う
自
他
精
進
の
道
が
拓
か
れ

る
こ
と
を
重
ね
て
喜
ぶ
と
と
も
に
何
卒
ご
教
導
交
流
の
程
を
願
い
上

げ
た
い
。

岡

元

錬

城

さ
て
、
『
少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
教
修
養
道
場
』

(
以
下
単

に
修
養
道
場
又
は
道
場
と
呼
ぶ
)
は
、
一
昨
年
、
昨
年
と
毎
夏
二
滴

三
日
の
日
程
で
二
度
開
設
。
今
夏
第
三
回
目
の
準
備
に
当
っ
て
い
る

状
況
で
あ
る
。
以
下
、
数
節
に
わ
た
っ
て
内
容
の
い
く
つ
か
の
概
略

を
あ
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ょ
う
。

一
、
趣
意
書
・
案
内
書
・
申
し
込
み
書
に
つ
い
て

呼
び
か
け
案
内
と
申
し
込
み
等
は
七
千
枚
の
ビ
ラ
を
印
刷
全
町
及

び
近
接
地
に
新
聞
折
込
み
で
配
布
。
こ
れ
は
宗
門
の
宣
伝
に
も
な
る

の
で
大
量
に
配
布
し
た
。
地
元
新
聞
に
広
告
も
出
し
た
。
宣
伝
は
こ

の
ビ
ラ
の
配
布
と
二
年
目
は
一
回
生
に
郵
送
で
知
ら
せ
た
。
第
二
回

の
開
設
案
内
趣
意
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

盛
夏
の
候
ご
尊
家
ご
一
同
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
御
車
と
謹
し
ん

で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
つ
い
て
は
、
今
夏
、
左
の
要
項
の
ご

と
く
昨
年
に
つ
づ
い
て
『
第
二
回
・
少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
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教
修
養
道
場
』
を
開
設
い
た
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の
で
お
手
さ

ま
た
ち
に
お
呼
び
か
け
の
上
ご
賛
同
の
栄
を
賜
り
た
く
心
か
ら
ご

案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。
昨
夏
、
第
一
回
の
開
設
に
ゐ
た
っ
て
は

能
力
も
準
備
も
施
設
も
す
べ
て
心
も
と
な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た

が
、
全
町
的
ご
協
賛
ご
援
助
を
賜
わ
り
、
物
よ
り
心
と
の
み
仏
の

ご
教
示
に
従
い
全
力
で
対
処
い
た
し
ま
し
た
。
日
頃
仏
教
に
な
じ

み
の
な
い
子
供
達
が
み
仏
の
み
教
え
と
生
き
方
に
触
れ
て
、
真
に

死
者
の
仏
教
だ
け
で
は
な
く
〃
生
者
の
仏
教
〃
こ
そ
真
の
仏
教
と

い
う
道
場
の
趣
旨
に
め
ざ
め
て
く
れ
ま
し
た
。
真
蟄
な
心
の
交
流

ほ
ど
美
し
く
清
い
も
の
は
な
い
と
教
え
ら
れ
る
と
共
に
懸
命
の
と

り
組
み
(
精
進
)

の
尊
さ
を
互
い
に
学
び
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
裏
面
に
道
場
生
た
ち
の
所
感
の
一
端
を
掲
げ
て
お
き
ま
し
た

が
、
こ
う
し
た
感
動
・
共
鳴
・
反
省
等
の
要
素
こ
そ
今
日
真
剣
に

も
と
め
ら
れ
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
日
、
さ

ま
ざ
ま
な
知
識
が
は
ん
ら
ん
し
て
お
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
各
々

の
精
神
の
自
律
の
た
め
に
、
心
を
養
う
糧
と
し
て
み
仏
の
心
に
近

づ
き
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。
少
年
少
女
に
と
っ
て
お
び
た
だ
し
い

大
量
の
情
報
や
知
識
が
現
代
子
の
心
を
養
う
栄
養
と
な
っ
て
い
る

の
で
ゐ
り
ま
し
ょ
う
か
。
否
、
む
し
ろ
現
代
子
の
心
を
阻
害
し
人

間
関
係
の
論
理
を
破
壊
す
る
副
作
用
の
強
い
害
毒
を
流
し
て
は
い

ま
い
か
。
私
た
ち
は
、
あ
ら
た
め
て
現
代
人
の
生
活
現
実
に
そ
っ

て
仏
教
の
心
に
思
い
を
こ
め
て
〃
実
修
体
得
〃
共
同
生
活
の
中
か

ら
心
を
養
っ
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
修
養
道
場
の
標
語
で

あ
る
〃
清
く
明
る
い
花
の
輪
を
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
広
げ
ま
し

ょ
う
〃
を
合
言
葉
に
自
利
即
利
他
の
同
心
の
集
い
に
ご
声
援
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
呼
び
か
け
を
申
し
上
げ
ま
す
。

合

掌

昭
和
四
十
六
年
七
月
十
三
日

美
幌
町
西
二
条
北
一
日
蓮
宗

本
妙
寺

道
場
主
幹

本
妙
寺
住
職
岡
元
錬
清

道
場
主
任

本
妙
寺
副
住
職

岡
元
錬
城

ご
町
内
の
皆
さ
ま
へ

▽

少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
教
修
養
道
場
開
設
要
項

一
、
と

き

一
、
と
こ

ろ

一
、
受

付

一
、
集
合
時
間

一
、
参
加
費

一
、
参
加
資
格

一
、
収
容
人
員

一
、
携
帯
品

昭
和
四
十
六
年
七
月
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十

日
(
二
滴
三
日
)

美
鴨
町
西
二
条
北
一
本
妙
寺
(
電
話
二
四
〇
二

番
)七

月
二
十
日
よ
り
二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間

(
本
妙
寺
に
て
)

第
一
日
日
=
七
月
二
十
八
日
午
前
九
時
ま
で

(
時
間
厳
守
の
こ
と
)

二
、
〇
〇
〇
円

小
学
五
・
六
年
生
、
中
学
一
・
二
・
三
年
生

七
十
名
を
限
度
と
す
る
(
定
員
に
達
し
次
第
メ

切
り
ま
す
)

洗
面
用
具
・
寝
ま
き
・
学
習
用
具
(
休
み
帳
・
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宿
題
な
ど
)
・
筆
記
用
具
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
パ

ン
ツ
・
運
動
靴
・
そ
の
他
最
低
限
必
要
と
思
わ

れ
る
も
の
。

一
、
服

装

男
女
と
も
清
潔
さ
を
失
な
お
な
い
程
度
の
軽
装

の
こ
と
。

一
、
道
場
日
課

大
乗
仏
教
理
念
に
よ
る
精
神
修
養
、
右
の
た
め

の
訓
話
、
問
題
提
起
、
行
儀
作
法
、
礼
法
、
学

習
、
読
書
、
体
操
、
人
間
交
流
、
対
話
、
座
談

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

(
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー

・
ゲ
ー
ム
・
歌
・
映
画
等
)

〔
右
の
た
め
道
場
主
幹
、
主
任
、
副
主
任
、
学
校
教
師
、
茶
道

教
授
な
ど
の
講
師
陣
を
と
と
の
え
る
〕

〔
右
の
た
め
、
教
材
、
テ
キ
ス
ト
、
歌
集
等
必
要
資
料
は
一
切

主
催
者
が
負
担
い
し
ま
す
〕

…
…
…
…
…
…
…
…
キ
…
リ
…
ト
…
リ
…
線
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
二
回
少
年
少
女
の
た
め
の

「
夏
季
仏
教
修
養
道
場
」
参
加
申
し
込
み
書

住
所
・
氏
名
・
男
女
別
・
学
年
・
年
令
・
父
母
の
氏
名
・

職
業
・
年
令
・
霹
話
か
連
絡
先

◎
裏
面
に
カ
ッ
ト
を
入
れ
て
感
想
文
の
一
部
を
八
人
分
入
れ
た

以
上
が
第
二
回
道
場
の
案
内
書
全
文
で
奉
る
。
ち
な
み
に
現
在
準

備
中
の
第
三
回
の
案
内
趣
意
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

盛
夏
の
候
、
ご
尊
家
ご
一
同
さ
ま
に
は
ご
清
勝
の
御
車
と
謹
し

ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
ご
町
内
の
皆
さ
ま
へ
、
今

夏
も
ま
た
夏
休
み
を
迎
え
て
来
る
七
月
二
十
八
日
か
ら
二
滴
三
日

間
、
第
三
回
目
の
『
少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
教
修
養
道
場
』

開
設
の
ご
案
内
を
嬉
し
く
お
呼
び
か
け
申
し
上
げ
ま
す
。
修
養
道

場
は
、
〃
清
く
明
る
い
光
の
輪
を
、
私
た
ち
の
ま
わ
り
に
広
げ
ま

し
ょ
う
〃
を
合
言
葉
と
し
て
、
規
律
あ
る
集
団
生
活
の
中
か
ら
、

他
と
の
協
調
を
体
得
し
っ
つ
、
個
々
の
人
格
を
磨
き
あ
げ
、
自
利

即
利
他
の
生
活
を
通
し
て
明
る
く
清
ら
か
に
輝
く
美
し
い
人
間
像

を
学
び
あ
う
少
年
少
女
の
集
い
で
す
。
た
っ
た
一
個
の
ち
っ
ぽ
け

な
光
明
も
、
互
い
に
手
を
と
り
肩
を
組
み
あ
っ
て
輪
を
広
げ
て
い

け
ば
、
き
っ
と
清
明
な
世
界
が
実
現
す
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
将

来
を
担
う
有
為
の
少
年
少
女
た
ち
を
し
て
、
そ
の
成
長
へ
の
さ
さ

や
か
な
礎
え
の
一
こ
ま
と
な
っ
て
い
た
だ
け
ば
、
修
養
道
場
開
設

の
願
い
が
い
く
ぶ
ん
な
り
と
も
役
立
つ
も
の
と
嬉
し
く
思
う
も
の

で
あ
り
ま
す
。
木
草
の
葉
末
に
宿
る
小
さ
な
ひ
と
し
ず
く
の
水
滴

も
、
や
が
て
は
せ
せ
ら
ぎ
と
な
り
、
大
河
と
な
り
、
つ
い
に
は
洋

々
た
る
大
海
に
と
け
こ
ん
で
い
き
ま
す
。
道
場
は
、
ほ
ん
の
小
さ

な
仲
間
づ
く
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
共
に
カ
を
つ
く
し
て
ゆ
く

な
ら
ば
、
僕
も
あ
な
た
も
だ
れ
し
も
が
願
う
清
ら
か
で
明
る
い
幸

せ
な
世
界
が
到
来
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
願
い
は
大
き
く
、
仕
事

は
小
さ
い
け
れ
ど
も
そ
ん
な
心
構
え
で
、
第
三
回
目
の
修
養
道
場

を
左
の
要
項
で
開
設
い
た
し
ま
す
。
昨
年
、
一
昨
年
と
二
度
の
体
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験
を
生
か
し
、
実
り
あ
る
も
の
に
つ
く
り
あ
げ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
道
場
修
了
生
の

「
来
年
も
か
な
ら
ず
開
い
て
下
さ

い
」
と
の
熱
望
、
ご
両
親
さ
ま
の
激
励
、
多
く
の
町
内
有
縁
の
方

々
の
ご
支
援
を
背
に
い
っ
そ
う
の
精
進
を
重
ね
て
開
設
い
た
し
た

く
存
じ
ま
す
。
ど
う
ぞ
趣
旨
ご
賛
同
の
上
、
お
子
さ
ま
た
ち
を
道

場
に
送
り
こ
ん
で
下
さ
い
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
呼
び
か
げ
を
い
た

し
、
ご
案
内
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
上
が
今
年
予
定
の
第
三
回
開
設
案
内
で
あ
る
。
七
千
五
百
枚
の

印
刷
を
し
た
。

÷

修
養
道
場
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
及
び
教
課
内
容
に

つ
い
て

ま
ず
一
・
二
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
示
し
て
対
照
作
業
を
進
め
な

が
ら
教
課
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
手
さ
ぐ
り
状
態
で
と
り
く
ん

だ
作
業
が
二
回
目
に
は
若
干
の
整
備
を
向
え
た
そ
の
推
移
過
程
を
も

り
こ
ん
で
い
こ
う
。

次
頁
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
中
、
童
心
行
・
学
習
行
・
美
化
行
・
安
息

行
と
い
う
呼
称
は
実
践
的
意
味
あ
い
を
も
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。
童

心
行
は
学
校
も
学
年
も
広
範
な
集
ま
り
で
あ
る
た
め
融
和
と
仲
間
憲
・

議
を
も
た
せ
、
か
つ
お
寺
と
い
う
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
異
質
の
な

じ
み
の
な
い
場
で
あ
る
た
め
に
と
っ
た
雰
囲
気
づ
く
り
の
時
間
で
あ

る
。
学
習
行
は
学
校
の
宿
題
や
、
休
み
帳
の
自
習
を
主
と
し
た
時
間

(
た
だ
し
こ
れ
は
後
述
す
る
が
時
間
数
は
第
一
回
は
九
十
分
、
二
回

目
は
百
分
で
ウ
エ
イ
ト
は
お
い
て
い
な
い
)
。
美
化
行
は
清
掃
、
安

息
行
は
休
憩
と
自
由
な
運
動
と
お
遊
び
の
時
間
で
あ
る
。

第
、
一
日
目
か
ら
順
を
お
っ
て
教
課
内
容
、
一
回
、
二
回
の
推
移
、

問
題
点
を
拾
い
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

先
づ
道
場
生
集
合
、
受
付
、
申
し
込
み
名
簿
と
点
検
、
開
通
式
、

.
つ
い
で
「
日
程
説
明
・
札
の
編
成
・
当
番
・
各
種
指
示
」
と
「
童
心

行
」
と
な
る
。
初
年
度
は
な
じ
み
の
な
い
う
ち
に
各
種
の
指
示
等
を

し
て
混
乱
を
招
い
た
の
で
組
み
か
え
て
「
童
心
行
」
を
先
に
も
っ
て

き
た
。
荷
物
の
整
理
も
初
年
度
は
混
乱
し
た
た
め
二
年
度
は
「
日
程

説
明
等
」

の
中
に
含
め
た
。
「
仏
前
作
法
そ
の
1
」
は
合
掌
・
礼
拝

の
仕
方
、
お
数
珠
の
使
い
方
(
お
数
珠
は
開
場
式
で
渡
す
)
食
事
作

法
、
食
法
(
道
場
教
科
書
<
蓮
の
実
>
掲
載
の
他
に
別
刷
を
用
意
)

な
ど
す
ぐ
さ
ま
必
要
な
所
作
の
指
導
実
修
の
時
間
で
あ
る
。
昼
食
・

休
憩
(
安
息
行
)
の
の
ち
、
午
後
は
「
仏
歌
指
導
そ
の
1
」
。
仏
歌
は

「
四
弘
誓
願
」

「
わ
が
仏
」

の
二
曲
だ
け
で
二
歌
と
も
朝
夕
の
お
い

の
り
の
前
後
に
歌
う
。
第
一
日
日
の
「
夕
べ
の
お
い
の
り
」
か
ら
本

格
的
に
歌
わ
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
初
年
度
の
四
十
分
間
で
は
練

習
不
足
で
養
っ
た
た
め
二
年
度
は
<
そ
の
1
>
で
一
時
間
と
っ
て
集

中
訓
練
、
更
に
「
仏
歌
そ
の
2
」
を
組
ん
で
総
ざ
ら
い
マ
ス
タ
ー
さ
せ

て
仕
上
げ
た
。
「
礼
法
」
は
初
年
度
一
目
目
・
二
日
目
に
わ
た
っ
て

<
そ
の
3
>
ま
で
七
十
分
で
あ
っ
た
が
次
年
度
は
こ
れ
を
改
め
一
日

昌
だ
け
に
し
て
九
十
分
に
し
た
。
道
場
の
規
律
に
即
し
た
礼
法
(
美

化
行
の
指
導
も
含
む
)

で
あ
る
た
め
二
日
間
に
わ
た
る
こ
ま
切
れ
を
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第二回修養道場か) キュラム( 昭和4 5 年7 月●2 8 - 3 0 日)

▲

第 一 日 昌 第 二 日 目 第 _ 日 日 

9 . 0 0  道端挫難・受付・名簿と点検 6 . 0 0  起 床 6 . 0 0  起 床 

1 0 . 3 叶1 1 . 1 1  開 場 式 6 . 3 叶7 . 0 0  朝 の お い の り 6 . 3 叶7 . 0 0  朝 の お∴い の り 

1 0 . 3 音調・嘉. 1 0  日程説明・村編・各種指示 7 . 0 0 ヤ. 4 0  体操・マラソン・美化 ● 7. 0 0 ヤ. 4 0  体操・マラソン・美化行 

l 工1 叶1 l . 4 0  童 心 行 7 . 4 叶8 . 4 5  朝 食・安 息 行 7 . 4 0 - 8 . 4 5  朝 食・安 息 行 

1 1 4 叶1 2 寄音O  仏前作法( その1 ) 食事作法 8 . 4 ト9 . 4 5  訓 話( その2 )  8 . 4 ト9 . 4 5  訓 話( その3 )  

1 2 . 0 0 寸3 . 0 0  昼食・安息行・体操 9 . 4 5 - 1 0 . 0 0  安 息 行くおやつ3 〉 9 . 4 ト1 0 . 0 0  安 息 行くおやつ5 〉 

1 3 . 博- 1 4 . 0 0  訓 話 ( その1 )  1 0 . 0 叶1 工. 1 5  仏前作法( その2 ) 礼法( その3 )  1 1 . 肝1 1 . 0 0  訓 話( その4 )  

1 4 . 0 0 寸4 . 1 5  安 息 行 1 嘉. 1 ト1 2 . 0 0  学 習 行( その2 )  1 1 . 0 0 - 1 2 . 0 0  静座( 鴫題行・その1 )  

1 4 . 1 ト工5 . 工5  礼法くそのl ) 、仏歌指導 1 2 . 0 0 寸3 . O音O  昼食・安息行・体操 1 2 . 肝1 3 . 0 0  昼食・安息符・体操 

1 5 . 1 トま5 . 3 0  安 息 行くおやつ1 〉 1 3 . 0 叶1 4 . 0 0  新聞の読み方・壁新聞の作り方 1 3 . 0 0 - 1 3 . 3 0  静座( 唱題行・その2 )  

1 5 . 3 叶1 6 . 1 5  学 習 行( その1 )  1 4 . 肝1 4 . 1 5  安 息 行くおやつ4 〉 1 3 . 3 叶1 5 . 0 0  
しめくくりの集い・感想文・ ・アンケートくおやつ6 〉 

1 6 . 1 ト1 6 . 3 O  安 息 行 1 4 . 1 ト1 5 . 0 0  読書( くもの糸・よだかの星)  1 5 . 0 0 - 1 5 . 3 O  安 息 行 

1 6 . 3 叶1 7 . 3 O  静座( 唱題行) の所作 1 5 . 0 0 - 1 5 . 4 5  読書について話あう会・感想文 1 5 . 3 叶工6 . 工0  修 了 式 

1 7 . 3 0 - 1 8 . 0 0  おいの り の英修 1 5 . 4 ト1 6 . 3 O  交歓の集い( レクしェーション)  解 散 

1 8 . 0 0 1 8 . 3 O  夕べの お い の り 1 6 . 3 叶1 7 . 3 0  相 即 討 議 

1 8 . 3 け- 1 9 . 3 0  夕 食・安 息 行 
17 . 3 O - 1 8 . O音O  1 8 . 0 0 - 1 8 . 3 O  入浴( せんとうへ行く)  夕べのおいのり 

1 9 . 3 ( ト2 0 . 0 0  礼 法くその2 )  
1 8 . 3 什- 1 9 . 1 5  1 9 . 1 ト2 1 . 1 5  灯の集い( キャンプファイヤー)  夕食・安息行 

2 O . 0 0 - 2 工. 3 O  
映画の集い仲間と話あう会 

岱やつ2 )  
2 ま. 1 ㌻・2 音2 . 0 0  交歓の集い( 二日目の反省会 

2 2 . 0 0  就 寮 2 z OO  就 寂 
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第二回修養道場が) キュラム( 昭和4 6 年7 月2 8 - 3 0 日)

第 一 日 日 第 二 日 目 第 三 日 日 

9 . 0 叶9 . 4 0  道場生集合・受付・点検 6 . 0 0  起 床 6 . 0 0  起 ・床 

1 0 . 附- 1 0 . 3 0  開場式・諦念写裏 6 . 3 叶榊 マラソン・体操・美化行 有3 叩. 2 0  マラソン・体操・美化行 

1 0 . 3 ( 卜1 0 . 5 0  童 心 行 7 . 2 岬. 4 0  朝 の お∴い の り 7 . 2 ( ト7 . 4 0  朝 の お い の∴り 

1 0 . 帥- 工1 . 3 0  日程説明・村編成・荷物整理等 7 . 4 叶8 . 4 5  朝 食・安 息 行 7 . 4 ( ト8 . 2 5  朝 食 ′ 安 息 行 

1 1 . 裾- 1 2 . 0 0  仏前作法( その1 ) 食事作法 8 . 肘- 9 . 4 5  訓 話( その1 )  8 . 2 5 へ9 . 4 5  訓 話( その3 )  

1 2 . 0 0 - 1 3 . 0 0  昼食・安息行・体操 9 . 4 ト1 0 . 0 0  安 息 行くおやつ3 〉 9 . 4 ㌻・1 0 . 0 0  安 息 行くおやつ5 〉・ 

1 3 . 0 0 - 1 4 . 0 0  仏歌( その1 油轄願・わが仏 1 0 . 0 0 1 1 . 0 0  訓 話( その2 )  工0 . 0 叶1 1 . 0 0  訓 話( その4 )  

1 4 . 肌4 . 1 5  安 息 行 1 ま. 0 0 ・- 1 2 . 0 0  学 習 行( その2 )  1 工. 0 0 - 工ま. 1 0  安 息 行 

1 4 . 記- 1 5 . 工5  仏歌その2 ) 、礼法( その1 )  1 2 . 肝1 2 . 4 5  昼食・安息行・体操 1 1 . 1 叶H. 4 0  訓 話( その5 )  

1 5 . 1 ト1 5 . 3 0  安 息 行くおやつ1 〉 工2 . 4 ト1 3 . 4 5  新聞の読み方・壁新聞の作り方 1 1 . 4 什・工2 . 1 0  静座( 鴫題行・その工)  

1 5 . 3 叶1 6 . 1 5  学 習 行( その1 )  1 3 . 4 ト1 4 . 0 0  安 息 行くおやつ4 〉 1 2 . 1 叶1 3 . 0 0  昼食・安息行・体操 

1 6 . 1 5 へ1 6 . 3 0  安 息 行 1 4 . 0 叶1 4 . 4 5  読書( くもの糸・法華翫)  1 3 . 0 0 - 1 3 . 3 0  静座解題行・そ2 . )  

1 6 . 3 ( ト1 7 . 3 0  おいの り の実修 1 4 . 4 ト1 5 . 3 0  読書について話あう会・感想文 1 3 . 3 叶1 5 . 3 0  しめくくりの集いくおやつ6 〉 

1 7 . 3 0 - 1 8 . 0 0  交 歓 の 集 い 1 5 . 3 匝1 6 . 1 5  交歓の集い( レクリェーション)  1 5 . 3 叶1 6 . 1 0  アンケート・感想文 

工8 . 肌寸8 . 3 0  夕べのお い の り 1 6 . 1 ト1 7 . 3 0  村 別 討 1 6 . 1 0 寸6 3 0  修 了 式 

1 8 . 3 叶1 9 . 3 0  夕 食・安 息 行 1 7 . 3 叶工8 . 0 0  入浴( せんとうへ行く)  解 散 

1 9 . 3 0 - 2 0 . 3 0  礼 法( その2 )  1 8 . 0 叶1 8 . 2 0  夕べのお い の り 

2 0 . 3 叶2 l . 3 0  
映画の集い仲間と話あ 1 8 . 2 叶1 9 . 0 0  夕 食・安 息 行 
う会くおやつ2 〉 1 9 . 肌- 2 1 . 2 0  灯の射可キャンプファイヤー)  

2 1 . 3 0  就 . 寂 
2 1 . 2 0 - 2 2 . 0 0  2 2 . 0 0  交歓. の集い 就寂 

- 7 9 -
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改
め
一
日
目
で
十
分
な
理
解
を
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。
「
学
習
行
」

は
前
述
の
ご
と
く
宿
題
や
夏
休
み
帳
の
自
習
に
あ
て
小
・
中
学
生
を

分
離
そ
れ
ぞ
れ
学
校
教
師
を
つ
け
た
。
当
初
、
発
想
の
段
階
で
は
仏

教
修
養
道
場
と
し
て
の
ね
ら
い
か
ら
い
っ
て
、
学
校
生
徒
と
し
て
の

学
習
時
間
は
無
用
だ
と
す
る
考
え
で
あ
っ
た
が
、
現
役
学
生
と
い
う

こ
と
で
あ
る
た
め
こ
れ
を
も
う
け
、
更
に
他
の
理
由
と
し
て
、
主
任

・
副
主
任
等
課
師
陣
は
開
設
申
つ
き
っ
き
り
の
た
め
休
憩
も
な
く
次

々
と
準
備
に
追
わ
れ
る
の
で
、
一
日
・
二
日
に
そ
れ
ぞ
れ
「
学
習

行
」
を
も
う
け
主
任
・
副
主
任
に
余
裕
を
も
た
せ
る
時
間
と
し
て
設

置
し
た
。
初
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
み
る
と
、
や
は
り
、
現

役
学
生
と
し
て
は
学
習
時
間
を
望
む
声
も
あ
っ
た
た
め
若
干
延
長
し

た
。
「
静
坐
(
唱
題
行
)
の
所
作
」
は
静
坐
の
仕
方
で
姿
勢
・
調
息

・
半
真
等
浄
心
行
及
び
数
息
観
、
法
界
定
印
等
の
指
導
。
二
年
目
に

は
「
お
い
の
り
の
実
修
」
に
含
め
て
一
括
し
た
。
「
お
い
の
り
の
実

修
」
は
朝
夕
の
お
い
の
り
の
練
習
で
こ
こ
で
は
教
本
『
蓮
の
実
』
所

載
の
勤
行
聖
典
か
ら
勤
行
方
式
、
読
み
方
、
所
作
の
訓
練
で
あ
る
。

お
い
の
り
の
次
第
は
、

1
、
繁
子
一
打
。
2
、
引
整
一
打
・
伏
拝
。
3
、
仏
歌
「
わ
が

仏
」

(
オ
ル
ガ
ン
)
。
4
一
道
場
偶
(
当
知
…
‥
般
浬
欒
)
。

5
、
三
帰
依
文
。
6
、
読
経
(
初
年
度
は
欲
令
衆
訓
・
次
年
度
は

自
我
侶
訓
)
7
、
唱
題
七
唱
。
8
、
祈
り
の
こ
と
ば
(
児
童
用
回

向
文
)
9
、
帰
依
(
今
身
よ
り
…
‥
1
0
、
玄
題
三
唱
。
1
1
、
仏
歌

「
四
弘
誓
願
」
。
1
2
、
繁
子
一
打
。

以
上
の
次
第
の
う
ち
「
お
い
の
り
の
実
修
」
で
は
お
経
の
読
み
方

が
中
心
と
な
る
。
初
年
度
は
実
修
に
続
い
て
す
ぐ
「
夕
べ
の
お
い
の

り
」

に
入
っ
た
が
足
の
痛
み
な
ど
が
強
く
無
理
な
た
め
次
年
度
は
そ

の
間
に
「
交
歓
の
集
い
」
を
も
う
け
て
く
つ
ろ
ぎ
緊
張
を
ほ
ぐ
し

た
。
従
っ
て
初
年
度
の
「
静
坐
の
所
作
」
を
削
っ
て
一
括
と
し
た
わ

け
で
あ
る
。
尚
、
第
三
回
目
の
今
年
度
は
勤
行
式
の
中
に
宮
沢
賢
治

「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
朗
唱
す
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

夜
に
入
っ
て
「
礼
法
そ
の
2
」
は
翌
朝
の
洗
顔
の
注
意
、
物
干
し

場
布
団
の
ひ
き
方
・
た
た
み
方
等
の
指
示
と
実
修
。
第
一
日
日
の
し

め
く
く
り
は
お
遊
び
で
「
映
画
の
集
い
」
。
初
年
度
は
ソ
シ
ゴ
ク
ウ

(
伝
道
課
か
ら
)
を
次
年
度
は
第
一
回
道
場
の
八
ミ
リ
映
写
。
終
っ

て
「
仲
間
と
話
あ
う
会
」
で
雑
談
遊
戯
。
そ
の
間
に
先
生
方
と
中
学

生
は
布
団
し
き
。
十
時
就
寝
。
二
年
度
は
九
時
半
就
寝
と
し
た
。
以

上
が
第
一
日
目
の
日
程
で
あ
る
。
起
床
・
集
合
・
食
事
・
就
寝
等
は

全
て
太
鼓
で
合
図
し
当
番
が
打
つ
。
ち
な
み
に
打
法
は
、
起
床
は
●

〇
〇

〇
e
●

○
○
●
、
集
合
は
●
●
○
○
●

e
●
●
●
●
、

食
事
は
●
e

○
○
、
就
寝
は
e

●

●
と
し
た
。
就
寝
中
は
七

十
人
も
の
た
め
寝
ぐ
る
し
く
換
気
や
毛
布
を
か
け
て
や
り
カ
ト
リ
線

香
を
た
き
二
度
の
見
廻
り
巡
回
を
し
て
万
全
を
期
す
。
道
場
生
就
寝

中
講
師
陣
は
そ
の
日
の
反
省
・
準
備
・
印
刷
も
の
な
ど
の
作
業
に
追

わ
れ
寝
ら
れ
な
い
こ
と
が
多
い
。

二
日
目
や
起
床
太
鼓
(
当
番
生
は
お
こ
し
て
あ
げ
る
)
、
起
床

布
団
の
か
た
づ
け
、
洗
顔
。
初
年
度
と
次
年
度
は
「
朝
の
お
い
の

8 0
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▲
「

り
」
と
「
美
化
行
・
体
操
」
は
ト
レ
パ
ン
の
は
き
か
え
な
ど
で
混
雑

を
き
た
し
た
の
で
組
み
か
え
た
。
マ
ラ
ソ
ン
は
工
K
強
の
グ
ラ
ン
ド

ま
で
走
っ
て
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
、
も
ど
っ
て
道
場
内
外
の
美
化
行
。

次
に
「
訓
話
」
で
あ
る
が
、
道
場
の
ね
ら
い
・
は
訓
話
に
奉
る
の
で

教
課
の
重
点
は
こ
こ
に
お
い
て
あ
る
。
講
義
内
容
は
、
道
場
教
科
書

『
蓮
の
英
』

に
の
っ
と
り
、
「
目
標
」

「
修
養
と
は
」

「
宗
教
と

は
」

「
仏
教
と
は
」

「
信
仰
と
は
」

「
妙
法
蓮
華
経
の
教
え
る
も

の
」

「
日
蓮
聖
人
の
ご
一
生
と
ご
主
張
」

「
彼
岸
の
意
味
」

「
菩
薩

道
の
実
践
」
と
進
め
輪
読
し
な
が
ら
の
講
話
で
あ
る
。
初
年
度
は
一

日
目
に
「
訓
話
そ
の
1
」
を
入
れ
た
が
実
際
に
は
一
日
目
と
い
う
こ

と
で
道
場
全
体
の
態
勢
づ
く
り
の
作
業
に
追
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
二
年
目
に
は
第
二
日
の
朝
に
改
変
し
た
。
道
場
の
主
軸
で
あ
る

た
め
最
も
九
を
こ
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
時
間
不
足

が
感
ぜ
ら
れ
、
そ
の
結
果
初
年
度
の
「
訓
話
そ
の
4
」
ま
で
の
二
四

〇
分
を
次
年
度
は
「
そ
の
5
」
ま
で
と
し
時
間
も
二
九
〇
分
に
延
長

し
た
。
二
滴
三
日
の
日
程
で
は
こ
れ
が
限
度
の
よ
う
で
あ
っ
て
、
か

け
足
の
感
は
否
め
な
い
。
「
学
習
行
」
や
「
映
画
の
集
い
」
を
な
く

す
る
と
い
う
よ
う
な
改
変
を
し
な
く
て
は
時
間
の
調
節
は
つ
か
ず
、

そ
う
す
る
と
硬
質
の
面
が
表
に
で
て
き
て
、
菩
痛
感
を
与
え
て
し
ま

う
。
こ
う
し
た
配
分
に
お
い
て
問
題
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
次
の

「
仏
前
作
法
」

「
礼
法
」
は
初
年
度
は
二
日
目
に
も
組
ん
で
い
た
が

二
年
度
か
ら
は
一
日
目
だ
け
に
し
ぼ
っ
た
。
「
壁
新
聞
」
に
つ
い
て

は
、
十
人
単
位
の
村
(
班
)
ご
と
の
創
意
や
自
主
性
を
も
た
せ
る
た

め
、
か
っ
は
自
由
な
気
分
の
時
間
の
意
味
も
含
め
て
一
、
二
回
と
も

こ
れ
を
入
れ
た
。
こ
れ
に
は
各
村
の
目
標
や
村
歌
、
村
の
ニ
ュ
ー
ス

を
書
き
こ
ま
せ
る
べ
く
指
示
、
村
歌
は
夜
の
「
灯
の
集
い
」
に
発
表

さ
せ
た
。

「
読
書
」
は
初
年
度
「
く
も
の
糸
」
と
「
よ
だ
か
の
星
」
二
作
の

自
主
選
択
。
次
年
度
は
再
入
場
生
が
七
十
人
の
う
ち
十
六
人
い
た
た

め
に
二
回
生
に
は
法
華
経
五
百
弟
子
受
託
品
の
「
衣
裳
宝
珠
讐
(
着

物
の
裏
に
縫
い
つ
け
ら
れ
た
宝
石
)
」
と
寿
量
品
良
医
嘗
「
名
医
と

そ
の
子
」
の
任
意
選
択
と
し
一
回
生
に
は
「
く
も
の
糸
」
と
し
た
。

読
後
は
そ
れ
ぞ
れ
感
想
文
を
書
か
せ
た
。
次
の
「
交
歓
の
集
い
」
は

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
ゲ
ー
ム
、
歌
な
ど
の
交
流
、
歌
は
夜
の
「
灯

の
集
い
」

に
そ
な
え
て
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
向
の
歌
な
ど
で
ぬ

る
。
次
の
「
村
別
会
議
」
は
「
灯
の
集
い
」
に
お
け
る
村
ご
と
の
出

し
も
の
の
自
主
的
討
議
や
壁
新
聞
の
作
成
時
間
。
次
の
「
入
浴
」
は

集
団
で
行
列
を
組
ん
で
せ
ん
と
う
へ
、
途
中
の
道
す
が
ら
左
右
に
別

れ
て
道
路
の
ゴ
ミ
拾
い
を
す
る
。
町
民
へ
の
宣
伝
や
道
場
認
識
に
も

役
立
つ
。
入
浴
時
間
は
ご
く
短
か
く
寺
-
風
呂
屋
-
寺
が
三
十
分
で

実
質
入
浴
時
間
は
十
分
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
入
浴
時
間
の
不
足
が
訴

え
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
考
え
と
し
て
は
テ
キ
パ
キ
と
し
た
積
極
的
行

動
力
の
養
成
が
ね
ら
い
の
一
つ
で
あ
り
、
か
つ
短
時
間
の
性
急
さ
が

道
場
生
た
ち
に
と
っ
て
愉
快
さ
も
あ
る
と
の
判
断
で
あ
っ
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
「
道
場
で
何
が
一
番
楽
し
か
っ
た
か
」
の
質
問
に
入
浴
も

入
っ
て
い
た
。
こ
の
点
は
更
考
す
べ
き
こ
と
と
思
う
。
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「
灯
の
集
い
」
は
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
交
歓
の
場
で
各
村
別

の
出
し
も
の
が
発
表
さ
れ
、
お
も
い
き
り
は
な
や
い
だ
時
間
を
す
ご

す
。
初
年
度
は
二
時
間
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
り
次
年
度
は
二
十

分
延
長
し
た
。
「
灯
の
集
い
」
で
全
員
が
と
け
こ
み
、
連
帯
感
は
深

ま
っ
て
三
日
目
を
迎
え
る
。
三
日
目
に
な
る
と
道
場
の
動
き
に
慣
れ

て
ス
ム
ー
ズ
な
運
び
と
な
り
、
す
で
に
「
お
い
の
り
」
は
完
全
に
型

に
は
ま
っ
て
い
る
。

最
終
日
の
三
日
目
は
充
実
し
た
雰
囲
気
の
中
で
「
訓
話
」
を
午
前

中
に
集
中
し
、
「
静
坐
そ
の
1
」
が
あ
っ
て
午
後
の
し
め
く
く
り
の

静
坐
に
そ
な
え
る
。
静
坐
は
警
策
を
用
い
、
腰
に
坐
椅
子
を
使
周
す

る
。
順
序
は
、

1
、
礼
拝

2
、
法
界
定
印
・
調
息
・
半
眼
の
浄
心
行

3
、
浄

心
行
の
後
半
に
、
、
、
ニ
法
話

4
、
合
掌
・
唱
題
七
唱

5
、
礼
拝
。

所
用
二
一
十
分
、
厳
確
に
行
じ
る
。
「
訓
話
」
と
「
静
坐
」
が
道
場

の
主
体
で
あ
っ
て
一
番
悲
鳴
を
あ
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
一
番
想
い

に
の
こ
ろ
も
の
で
も
あ
る
。
そ
の
憲
昧
か
ら
も
「
静
坐
」
は
厳
粛
に

つ
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
し
め
く
く
り
の
集
い
」

は
、
各
村
の
壁
新
聞
の
発
表
が
養
っ
て

最
後
の
交
流
の
場
と
す
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
・
感
想
文
を
書
か
せ
て
修

了
式
、
解
散
と
な
る
。
以
上
が
三
日
間
の
道
場
日
課
、
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
と
そ
の
内
容
で
あ
る
。

細
、
講
演
に
つ
い
て

道
場
の
ス
タ
ッ
フ
は
道
場
主
幹
、
道
場
主
任
・
副
主
任
、
礼
法
、

音
楽
教
授
、
学
校
教
師
、
映
写
技
師
、
道
場
庶
務
、
調
理
師
、
主
治

医
、
体
操
教
授
、
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
・
ペ
ア
レ
ン
ト
な
ど
で
あ
る
。

他
に
後
述
す
る
が
道
場
司
藍
が
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
道
場
主
幹
は
一
人
で
住
職
が
当

り
開
・
開
場
式
、
「
灯
の
集
い
」
が
出
番
で
食
事
は
共
に
す
る
。
道

場
主
任
は
一
名
で
運
営
訓
育
の
主
体
で
あ
っ
て
「
朝
夕
の
お
い
の

り
」

「
訓
話
」

「
静
坐
」

の
首
導
と
な
り
万
般
に
当
る
。
副
主
任
は

主
任
を
補
佐
し
っ
つ
異
体
同
心
と
な
っ
て
全
運
営
指
導
に
参
画
し
役

割
は
重
い
。
以
下
、
礼
法
教
授
は
女
性
で
初
年
度
一
人
、
次
年
度
は

二
人
と
し
た
が
、
一
人
で
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
音
楽
教
授
は
女
性
で

一
人
。
学
校
教
師
二
人
、
主
治
医
は
町
内
の
開
業
医
院
長
で
第
一
夜

・
第
二
夜
と
夜
来
場
し
問
診
す
る
。
調
理
師
、
映
写
技
師
は
各
一

人
。
体
操
教
授
は
初
年
度
二
人
、
次
年
度
一
人
、
経
過
か
ら
い
っ
て

一
人
で
十
分
の
よ
う
で
あ
る
。
初
年
度
は
体
育
大
生
、
次
年
度
は
高

校
一
年
生
で
第
一
回
修
了
生
を
活
用
し
た
。
「
童
心
行
」

「
灯
の
つ

ど
い
」
等
の
歌
や
ゲ
ー
ム
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
の
指
導
に
は
ユ

ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の
ペ
ア
レ
ン
ト
が
当
り
、
調
理
の
担
当
を
お
寺
の
婦

人
会
が
奉
仕
し
た
。
調
理
に
は
次
年
度
に
第
一
回
修
了
生
の
女
子
高

生
を
活
用
し
た
。
そ
の
他
、
庶
務
的
仕
事
を
寺
族
や
信
徒
青
年
の
助

力
を
得
、
二
年
度
に
は
前
年
度
修
了
生
に
手
伝
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

8 2
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右
表
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
分
析
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
表
に
も

れ
た
感
想
・
希
望
に
あ
げ
ら
れ
た
こ
と
を
列
託
し
て
お
く
。
要
求
と

し
て
は
安
息
行
を
ふ
や
し
て
は
初
年
度
(
1
 
4
)
次
年
度
(
2
6
)
、
入

坐( 浴
を 7 時長) 聞
く と を
が( ふ
困日嗣) て
と プ が
/ へl 二
6 ル年) へ度
’行 に
短 き 多
か た く

く い(
が が 2 2

田漢音

学
習
行
の
延
長
が

(
3
)
と
(
1
 
4
)
、
静

(
0
)
と
(
3
)
、
訓

第1 回修養道場アンケート( 7 1 名)

1 . 道場生活はどうでしたか
イ, 楽しかった( 6 4 ) ロ, 楽しくなかった( 0 )
ハ, わからない( 7 )

2 . 三日間という日数はどうでしたか
イ, 短かい( 3 4 ) ロ, 丁度よかった( 3 2 ) ハ,
長かった( 5 )

3 . 何が一番楽しかったか
灯の集い( 5 1 ) , 静坐( 8 ) , レク( 6 ) , そ
の他に, 全部楽しい, 訓話, 新聞づくり, 映画,
体操など

4 . 先生はどうでしたか
イ, やさしかっだ( 4 6 ) ロ, こわかった( 0 )
ハ, その他, ハ, その他では, おもしろい( 1 2 )
始めとして八通りの意見あり

5 . 村別の分け方は
イ, 良かっだ( 4 8 ) ロ, 自分達で決めたかった
( 1 6 ) ハ, その他( 3 ) , ハ, その他は人から
二通りの意見あり, 無解答( 4 )

6 . 人数はどうでしたか
イ, 多すぎた( 1 6 )  , ロ, 丁度よかった( 5 4 )
ハ, 少なすぎた( 0 )

7 . また道場に来たいか
イ, 来たい( 5 0 ) ロ, きたくない( 2 ) , ハ,
わからない( 1 8 )

8 . もっとしてはしかったこと
学習( 7 )  , 安息行の時間多く( 1 4 )  , 運動時
間多く( 4 ) , 訓話多く( 1 2 )  , 訓話少く( 2 )
などである。

9 . 感想・希望
( この点は後でふれる)

一
応
万
善
を
期
し
、
運
営
主
体
と
な
る
主
幹
、
主
任
・
副
主
任
は
子

供
た
ち
と
な
じ
み
の
う
す
い
お
坊
さ
ん
で
あ
る
た
め
礼
法
、
音
楽
の

指
導
者
に
は
女
性
講
師
と
し
、
ペ
ア
レ
ン
ト
を
入
れ
る
な
ど
ぎ
つ
い

と
こ
ろ
は
き
つ
く
、
や
さ
し
さ
も
失
わ
ず
、
楽
し
み
を
加
え
て
教
科

一
、
ア
ン
ケ
書
下
・
感
想
文
な
ど

第
一
回
と
第
二
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
を
表
示
す
る
と
次
表
の

と
う
り
で
あ
る
(
数
字
は
ト
ー
タ
ル
)
。

に
な
っ
た
。
以
上
、
講
師
陣
容
は
、
主
治
医
や
調
理
師
の
設
置
な
ど

の
バ
ラ
ン
ス
を
調
整
し
陣
容
を
整
え
た
。

▲
費

¶吋



種
「

圏

「置

い
、
も
っ
と
き
び
し
く
、
ス
ポ
ー
ツ
の
時
間
多
く
、
遊
び
道
具
ふ
や

し
て
、
先
生
と
一
緒
に
遊
び
た
い
、
礼
法
を
も
っ
と
等
が
あ
り
洗
面

所
が
た
り
な
い
と
か
足
洗
い
場
の
設
置
等
の
施
設
に
対
す
る
も
の
も

あ
っ
た
。

一
方
、
感
想
に
つ
い
て
は
、
宗
教
に
興
味
を
も
ち
始
め
た
、
宗
教

の
話
が
よ
か
っ
た
、
規
律
あ
る
生
徒
で
よ
か
っ
た
、
団
体
生
活
が
よ

か
っ
た
、
厳
し
さ
と
楽
し
さ
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
、
静
坐
が
き
び
し

話
長
く
が
(
2
)

(
2
)
、
そ
の
他
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
し
た

く
ま
か
っ
た
、
女
子
と
仲
良
く
な
っ
て
よ
か
っ
た
等
お
お
む
ね
道
場

の
趣
旨
に
即
し
た
解
答
と
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
積
極
的
に
来
年
は

お
手
伝
い
に
釆
た
い
と
の
意
志
表
示
も
あ
っ
た
。
紙
数
の
制
約
で
感

想
文
の
一
部
だ
け
を
の
せ
て
お
こ
う
。

三
日
間
、
親
か
ら
離
れ
て
い
ち
ど
こ
う
ゆ
う
こ
と
を
し
て
み
た
い

と
思
っ
た
と
き
に
、
少
年
少
女
の
た
め
の
夏
季
仏
教
修
養
道
場
が
で

き
た
の
で
は
い
っ
て
み
る
と
と
て
も
た
の
し
か
っ
た
の
で
よ
か
っ
た

<
小
五
女
子
>
。
こ
の
三
日
間
は
休
み
中
の
一
番
の
思
い
出
で
す
。

第2 回修養道場アンケート( 6 9 名)

1 . 道場生活はどうでしたか
イ, 楽しかった( 6 0 ) ロ, 楽しくなかった( 4 )
ハ, わからない( 4 )

2 . 三日間の日数はどうでしたか
イ, 短かい( 3 1 ) ロ, 丁度よい( 2 7 ) ハ, 長い
( 9 )

3 . 何が一番楽しかったか
灯の集い( 5 7 )  , 安息行( 1 6 )  , ねること( 9 )
食事( 7 )  , 静坐( 5 )  , おやつ( 4 )  , 新聞
づくり・入浴( 各2 )  , 先生との対話, 集団で
の仕事, 学習

4 . 先生はどうでしたか( 両方にまたがってもよい)
イ, やぎしかった( 5 5 ) ロ, こわかった( 3 7 )

5 . 村別のわけ方
イ, 良かった( 2 9 ) ロ, 自分達で決たかった
( 3 0 )

6 . 村活動は楽しくできましたか
イ, とても楽しかった( 5 ) ロ, 楽しかった
( 4 3 ) ハ, つまらなかった( 1 9 )

7 . 人数はどうでした
イ, 丁度よい( 5 5 ) ロ, 多い( 8 ) ハ, 少ない
( 0 )

8 . また道場にきたいか
イ, 来たい( 4 0 ) ロ, 来たくない( 2 ) ハ, わ
からない( 2 4 )

9 . 訓話はどうでした
イ, ためになった( 5 1 ) ロ, わからない( 1 2 )
ハ, その他( 3 )

1 0 ・ 1 l . 感想・希望などは後述する



■
◆
「

三
日
間
早
く
お
わ
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
三
日
間
の
み
じ
か
い

間
だ
っ
た
思
い
出
を
思
い
出
し
て
勉
強
や
そ
の
他
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
<
小
五
女
子
>
。
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
自
分
は
少
し
せ
っ
ぎ

ょ
く
的
に
な
っ
た
と
思
う
。
い
い
わ
す
れ
だ
が
と
く
に
先
生
が
お
も

し
ろ
く
時
に
は
き
び
し
か
っ
た
。
け
じ
め
が
あ
る
の
で
ま
ね
し
た
い

と
思
い
ま
す
<
小
六
女
子
>
。
私
は
こ
こ
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
小

ま
す
。
と
て
も
苦
し
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
が
友
達
も
た
く
さ
ん
で

き
、
仏
教
と
い
う
も
の
も
よ
く
わ
か
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
努
力

に
ん
た
い
カ
が
今
ま
で
以
上
に
つ
よ
く
身
に
つ
い
た
の
で
ほ
ん
と
う

に
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
き
び
し
か

っ
た
け
れ
ど
、
や
さ
し
く
親
切
だ
っ
た
の
で
楽
し
か
っ
た
で
す
。
で

き
た
ら
も
う
一
度
き
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
バ
ッ
チ
リ
き

た
え
て
い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。
先
生
方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
<
小
六
女
子
>
。
こ
の
道
場
に
来
て
よ
か
っ
だ
と
思
う
。
…
‥
最

後
に
、
親
か
ら
三
日
間
も
は
な
れ
て
生
活
で
き
た
こ
と
う
れ
し
く
思

い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た
で
す
<
小
六
女
子
>
。
私
は
こ

の
お
寺
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
村
で
し
ら
な
い
人
ば
か

り
だ
と
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん
で
き
る
の
で
い
い
の
だ
け
れ
ど
し
っ
て

い
る
人
が
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
。
で
も
三
日
目
に
な
る
と
、
み
ん

な
と
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
が
で
き
ま
し

た
。
私
は
ま
た
こ
の
お
寺
に
来
た
い
と
思
い
ま
す
<
小
五
女
子
>
。

こ
の
三
日
間
ほ
ん
と
う
に
楽
し
か
っ
た
で
す
。
き
た
時
は
、
友
だ
ち

が
で
き
ず
、
少
し
き
み
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
す
ぐ
友
た
ち
が
で
き
て

た
の
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
お
寺
へ
き
て
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
ま

な
び
ま
し
た
。
お
き
ほ
う
で
は
、
ゐ
た
ま
に
本
を
の
せ
て
あ
る
い
た

り
、
先
生
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
話
を
き
い
た
り
、
歌
も
な
ら
い
ま
し

た
。
こ
の
三
日
間
と
て
も
み
じ
か
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
ら
い
ね

ん
ま
た
ぎ
た
い
と
思
い
ま
す
。
せ
い
ざ
を
し
た
時
は
、
は
じ
め
の
自

足
が
い
た
く
て
い
た
く
て
た
い
へ
ん
で
し
た
。
早
く
終
ら
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
夜
の
と
も
し
び
の
つ
ど
い
ぼ
と
っ
て
も
楽
し
か

っ
た
で
す
。
み
ん
な
で
ろ
う
そ
く
を
も
っ
て
う
た
っ
た
り
、
か
く
村

ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
見
せ
あ
っ
た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
で
す

<
小
六
女
子
>
。
ぼ
く
は
、
こ
の
お
寺
に
き
て
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
岡
元
先
生
の
く
ん
話
や
か
べ
新
聞
の
作
り

か
た
な
ど
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
ほ
か
に
と

も
し
び
の
つ
ど
い
な
ど
た
の
し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

ざ
ぜ
ん
は
あ
せ
が
だ
ら
だ
ら
出
ま
し
た
。
で
も
三
日
間
さ
い
こ
う
楽

し
く
す
ご
し
ま
し
た
<
小
六
男
子
>
。

以
上
小
学
生
の
所
感
で
次
に
中
学
生
は
、

先
生
方
は
ユ
ー
モ
ア
が
あ
り
楽
し
く
で
き
た
。
時
間
に
従
っ
て
行

動
し
た
か
ら
気
特
が
よ
か
っ
た
。
仏
教
の
は
な
し
が
少
し
す
く
な
か

っ
た
。
仲
間
を
大
切
に
し
私
も
明
る
く
の
び
の
び
と
し
た
い
。
静
坐

を
や
っ
た
か
ら
こ
れ
を
応
用
し
、
に
ん
た
い
カ
を
持
ち
続
け
た
い
。

日
数
を
も
っ
と
多
く
し
て
ほ
し
い
<
中
二
女
子
>
。
三
日
間
が
ア
ヅ

と
言
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
訓
話
を
こ
れ
か
ら
の
生
活
に

生
か
し
た
い
と
思
う
。
先
生
方
も
み
ん
な
や
さ
し
く
、
ま
た
親
切
に
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い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ
の
三
日
間
の
い

ろ
い
ろ
な
教
え
な
ど
を
毎
日
の
生
活
・
学
習
に
生
か
し
て
い
け
る
よ

う
な
ほ
ん
と
う
に
有
意
義
な
三
日
間
だ
っ
た
。
道
場
の
こ
と
は
決
し

て
忘
れ
な
い
と
思
い
ま
す
<
中
三
女
子
>
。
普
段
、
気
の
つ
か
な
い

自
分
の
欠
点
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
改
め
る
こ

と
の
で
き
る
所
だ
と
思
う
。
み
ん
な
の
中
で
た
の
し
む
こ
と
が
で
き

そ
の
中
に
、
人
間
と
し
て
の
心
が
ま
え
を
、
自
然
と
身
に
つ
け
る
こ

と
が
出
来
る
。
少
な
い
期
間
だ
っ
た
け
れ
ど
も
楽
し
く
す
ご
せ
ま
し

た
<
中
三
女
子
>
。
私
は
こ
の
道
場
に
自
主
的
に
参
加
し
よ
う
と
は

望
ま
な
か
っ
た
が
、
最
終
的
な
感
想
は
や
は
り
、
参
加
し
て
よ
か
っ

だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
よ
か
っ
た
こ
と
は
ま
ず
仏
教
に
関
心
を
深

め
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
自
分
の
生
き
て
い
く
道
し
る
べ
と

な
る
も
の
が
、
こ
の
仏
教
で
あ
る
と
い
う
こ
.
と
が
よ
く
感
じ
ら
れ

た
。
そ
れ
に
は
仏
教
と
は
直
接
的
に
は
関
係
の
な
い
ラ
ン
ニ
ン
グ
・

ゲ
ー
ム
等
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
少
し
き
つ
か
っ
た
け
れ
ど
夏
休
み
の
学

習
に
は
最
も
て
き
し
て
い
た
と
思
う
。
こ
の
あ
と
ま
だ
こ
う
い
う
道

場
が
あ
っ
た
な
ら
た
め
ら
う
こ
と
な
く
進
ん
で
参
加
す
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
習
っ
た
仏
教
の
お
教
え
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
生
か
し
生
活
し
て
い

き
こ
ん
ご
障
害
に
ぶ
つ
か
り
菩
し
ん
で
も
こ
の
お
教
え
を
守
り
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
生
き
ぬ
い
て
い
き
た
い
<
中
三
男
子
>
。
大
変
忍
耐

力
が
や
し
な
わ
れ
た
。
仏
教
訓
話
が
た
め
に
な
っ
た
。
来
年
も
、
も

う
一
度
し
て
ほ
し
い
<
中
三
男
子
>
。

以
上
、
一
・
二
回
生
百
四
十
人
の
う
ち
十
三
人
だ
け
だ
が
、
感
想

文
を
転
託
し
た
。
感
想
文
は
期
間
中
、
修
了
式
直
前
の
も
の
で
あ
っ

て
、
修
了
後
、
間
を
お
い
て
か
ら
の
所
感
と
は
ら
が
っ
た
も
の
が
出

て
く
る
で
あ
ろ
う
が
、
一
応
、
道
場
評
乗
に
お
い
て
好
ま
し
い
所
感

が
多
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

一
、
道
場
開
設
の
諸
問
題
・
そ
の
他
の
資
料

道
場
教
科
書
と
し
て
何
を
ど
う
使
う
か
ば
苦
心
の
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
宗
内
は
も
と
よ
り
で
あ
る
が
、
内
外
あ
わ
せ
て
と
も
に
適
切

な
資
料
が
乏
し
い
よ
う
で
あ
る
。
私
は
、
道
場
教
科
書
と
し
て
『
蓮

の
実
』
を
出
版
し
た
。
管
見
で
は
既
刊
の
も
の
で
ま
と
ま
っ
た
形
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
と
同
時
に
少
年
少
女
教
化
の
実
際
に
即
し
た
修

養
道
場
向
の
内
容
の
ま
と
ま
っ
た
も
の
の
必
要
が
あ
り
あ
え
て
一
書

を
刊
行
し
た
。

『
蓮
の
実
』
は
、
前
述
の
如
く
「
訓
話
」

の
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
単

元
ご
と
に
ま
と
め
た
。
前
篤
に
「
思
想
・
信
行
篇
」
、
後
篇
「
余
沫

談
論
」
と
し
て
よ
み
も
の
を
の
せ
た
。
「
日
蓮
聖
人
の
お
こ
と
ば
」

「
日
蓮
聖
人
素
描
・
マ
ン
ガ
と
馬
」

「
海
外
布
教
の
始
祖
・
日
韓
上

人
」

「
な
べ
か
ぶ
り
日
親
上
人
」

「
高
山
樗
牛
の
日
蓮
聖
人
讃
仰
」

「
宮
沢
賢
治
の
信
仰
」

の
六
篤
で
あ
る
。
「
思
想
・
信
行
篇
」
で
は

道
場
標
語
、
道
場
目
標
、
道
場
日
課
の
ほ
か
、
主
体
で
あ
る
訓
話
用

の
修
養
と
は
、
宗
教
と
は
、
仏
教
と
は
、
信
仰
と
は
、
妙
法
蓮
華
経

の
教
え
る
も
の
、
日
蓮
聖
人
の
ご
一
生
と
ご
主
張
、
彼
岸
の
意
味
、

菩
薩
道
の
実
践
、
そ
の
他
「
正
し
い
信
仰
の
莱
り
」
と
し
て
正
し
い
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亀

圏

信
仰
の
心
得
・
唱
題
行
の
行
じ
方
、
お
っ
と
め
の
仕
方
、
朝
夕
お
っ

と
め
用
の
勤
行
聖
典
、
食
法
、
お
仏
前
の
作
法
と
用
具
、
通
常
作
法

・
礼
法
な
ど
で
あ
り
、
巻
末
に
「
ご
両
親
さ
ま
へ
」
と
し
て
両
親
へ

の
呼
び
か
け
説
諭
を
し
て
あ
る
。
一
八
六
頁
、
写
真
十
二
葉
入
り
カ

バ
ー
つ
き
の
冊
子
で
あ
る
。
こ
の
一
冊
で
網
羅
さ
れ
る
よ
う
に
編
集

し
た
も
の
で
あ
る
。
『
蓮
の
実
』
以
外
の
教
材
で
は
、
仏
歌
集
や
読

書
教
材
を
コ
ピ
ー
、
食
法
は
色
刷
も
の
。
更
に
各
村
ご
と
の
日
誌
、

ア
ン
ケ
ー
ト
、
感
想
文
用
紙
、
両
親
宛
に
親
と
し
て
道
場
へ
の
希
望

や
道
場
へ
子
供
た
ち
を
送
り
込
ん
だ
理
由
な
ど
を
記
入
さ
せ
る
。
こ

こ
に
話
さ
れ
た
意
見
は
一
般
的
、
通
俗
的
な
も
の
が
多
い
が
、
世
論

と
し
て
聞
く
べ
き
も
の
が
あ
る
が
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
。

道
場
生
の
分
析
を
い
く
つ
か
託
し
て
み
る
と
、
初
年
度
に
お
い
て

は
七
十
一
名
車
、
男
子
二
十
七
名
、
女
子
四
十
四
名
。
小
五
(
8
)

小
六
(
4
)
、
中
一
(
3
)
、
中
二
(
6
)
、
中
三

(
6
)
。
女
子

は
小
五
(
1
 
3
)
、
小
六
(
1
 
7
)
、
中
一
(
5
)
、
中
二

(
3
)
、
中

三

(
6
)
、
次
年
度
は
六
十
九
名
(
一
名
病
気
退
出
)
で
男
女
別
は

三
十
六
人
対
三
十
五
人
で
男
子
は
小
五
か
ら
中
三
ま
で
1
 
1
・
1
 
3
・
4

・
1
・
2
で
女
子
は
1
 
2
・
1
 
0
・
3
・
3
・
了
で
あ
っ
た
。
次
年
度
へ

の
一
回
生
の
参
加
は
十
六
人
で
あ
っ
た
。
町
外
か
ら
の
参
加
も
あ
り

二
回
目
の
と
き
で
は
二
十
一
名
あ
っ
た
。
檀
家
優
先
は
せ
ず
、
む
し

ろ
檀
家
を
め
ざ
め
ざ
せ
、
刺
戟
さ
せ
る
意
味
か
ら
も
三
割
に
満
た
な

い
現
況
は
、
三
年
目
を
迎
え
て
刺
戟
効
果
が
現
わ
れ
て
き
た
よ
う

だ
。

終
り
に
若
干
の
問
題
点
を
述
べ
て
お
く
と
、
先
づ
先
に
も
ふ
れ
た

よ
う
に
教
科
書
と
し
て
の
教
材
難
が
お
る
。
人
材
難
も
あ
る
。
経
費

も
相
当
額
の
負
担
が
あ
る
。
宗
務
院
で
は
、
青
少
年
教
化
の
窓
口
設

置
が
是
非
必
要
で
あ
っ
て
、
こ
こ
に
は
豊
富
な
教
化
資
料
、
教
材
、

人
材
を
用
意
す
る
こ
と
。
資
料
を
収
集
整
理
し
て
流
し
て
も
ら
う
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。
何
と
し
て
も
孤
軍
奮
闘
の
作
業
で
あ
っ
て
は
、

永
続
性
に
お
い
て
も
難
点
が
あ
る
。
伝
道
部
の
教
箋
も
青
少
年
向
の

も
の
は
絶
無
で
あ
る
。
読
書
の
教
材
に
お
い
て
も
、
仏
教
的
作
品
は

少
な
く
回
を
重
ね
る
ご
と
に
何
を
選
ぶ
べ
き
か
苦
慮
す
る
。
適
切
な

指
導
書
が
希
求
さ
れ
る
。
叉
、
日
程
の
三
日
は
き
つ
く
三
滴
四
日
が

望
ま
れ
る
よ
う
だ
。

講
師
陣
の
と
こ
ろ
で
述
べ
な
か
っ
た
が
、
道
場
開
設
の
財
的
支
援

の
裏
方
と
し
て
「
道
場
司
藍
」
が
い
る
。
初
年
度
二
名
、
次
年
度
四

名
で
檀
家
外
の
人
で
趣
意
を
説
得
し
強
力
な
支
援
を
得
て
い
る
。
こ

れ
ら
司
藍
が
町
内
有
力
者
に
呼
び
か
け
財
的
援
助
や
食
料
な
ど
の
支

援
を
得
て
い
て
い
る
。

道
場
修
了
後
の
作
業
と
し
て
は
、
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
、
手
紙
の

往
復
、
修
了
二
ケ
月
後
に
全
員
に
案
内
し
て
道
場
の
八
、
、
、
り
映
写
会

お
正
月
に
は
『
修
養
道
場
新
年
の
つ
ど
い
』
が
あ
り
、
お
寺
の
行
事

へ
の
参
加
(
公
開
講
演
会
〃
正
浩
広
布
の
集
い
〃
に
お
け
る
仏
歌
の

合
唱
な
ど
)
や
道
場
の
お
手
伝
い
、
隔
月
に
「
道
場
通
信
」
の
ガ
リ
版

発
行
が
ぬ
る
。
中
学
生
を
対
象
に
『
蓮
の
実
』
に
宮
沢
賢
治
の
素
描

を
の
せ
た
の
で
「
宮
沢
賢
治
の
作
品
を
読
む
会
」
の
発
足
を
ね
ら
っ
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た
が
こ
れ
は
失
敗
し
た
。
今
後
の
問
題
と
し
て
道
場
修
了
生
と
の
つ

な
が
り
、
両
親
と
の
つ
な
が
り
(
檀
家
は
三
割
)
の
問
題
が
あ
る
。

こ
れ
は
、
開
設
中
三
日
間
だ
け
の
も
の
で
は
な
く
、
修
了
後
は
、
布

教
実
践
の
問
題
・
未
信
徒
へ
の
呼
び
か
け
の
問
題
と
か
か
わ
っ
て
対

処
し
な
く
て
ほ
な
ら
な
い
と
模
索
し
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
に
あ
ら

わ
れ
た
好
印
象
、
感
想
文
に
示
さ
れ
た
決
意
な
ど
を
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

以
上
、
克
明
に
す
ぎ
た
き
ら
い
が
あ
る
が
、
あ
え
て
道
場
の
歩
み

を
点
綴
し
た
。
修
養
道
場
開
設
二
度
の
さ
さ
や
か
な
体
験
を
表
示
し

て
大
方
の
ご
注
意
ご
意
見
を
賜
り
、
か
っ
は
ご
参
考
の
一
助
と
な
れ

ば
幸
甚
で
あ
る
。

<
S
4
7
・
了
・
1
 
6
>

園
『
現
代
宗
教
研
究
』

(
所
報
第
五
号
)
は
、
今
年
度

二
回
に
分
け
、
第
五
、
第
六
号
を
発
行
す
る
予
定
で
あ

る
。
第
五
回
中
央
教
研
は
、
布
教
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作

成
と
公
害
問
題
の
二
テ
ー
マ
を
中
心
に
討
議
さ
れ
る
の

で
、
本
号
は
こ
の
た
め
の
資
料
と
し
て
検
討
さ
れ
る
素
材
を
中
心
に
編
集
さ

れ
た
。
第
三
回
、
第
四
回
教
研
会
議
の
報
告
、
並
び
に
布
教
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

試
案
の
二
特
集
を
行
な
へ
一
た
の
も
こ
の
意
味
か
ら
で
あ
る
。

圏
第
三
回
、
第
四
回
教
研
会
議
は
、
膨
大
な
テ
ー
プ
の
量
に
わ
た
り
、
汗
に

原
稿
用
紙
を
ぬ
ら
し
な
が
ら
、
テ
ー
プ
の
再
生
を
行
な
っ
た
。
一
字
一
句
正

確
に
再
生
す
る
こ
と
を
期
し
た
が
、
録
音
の
不
備
や
紙
数
の
関
係
で
省
略
し

た
り
、
割
愛
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
内
容
が
か
な
り
あ
っ
た
こ
と
を
お
許
し

願
い
た
い
。
上
原
専
禄
先
生
の
ご
講
演
も
都
合
に
よ
り
残
念
な
が
ら
掲
載
す

る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ご
講
演
は
、
雑
誌
『
未
来
』

に
全
文
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
読
を
す
す
め
る
こ
と
と
し
て
ご
寛
恕
い

た
だ
き
た
い
。
テ
ー
プ
再
生
に
あ
た
り
、
現
宗
研
研
究
員
の
久
住
謙
是
、
宮

川
一
致
、
外
岡
信
昭
、
望
月
哲
也
各
師
が
積
極
的
に
労
苦
を
惜
し
ま
ず
努
力

さ
れ
た
こ
と
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

細
布
教
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
試
案
の
特
集
と
し
て
、
こ
の
面
の
権
威
で
あ
る
三
田

村
竜
全
師
の
玉
稿
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
道
場
の
開
催
を
通
じ
た
経
験
報
告
を

岡
元
錬
城
師
に
お
願
い
し
た
。
幼
児
、
少
年
少
女
に
対
す
る
教
化
方
法
と
内

容
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
日
蓮
宗
の
児
童
教
化
の
推
進
に
寄
与
す
る
論
文
と

考
え
る
。

闇
巻
頭
言
に
述
べ
て
お
い
た
通
り
の
編
集
姿
勢
で
本
誌
を
充
実
さ
せ
る
よ
う

努
力
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
末
尾
に
な
り
恐
縮
な
が
ら
、
『
現
代
宗
教
研

究
』
の
題
字
を
渡
部
公
允
宗
務
総
長
よ
り
頂
戴
し
た
こ
と
を
深
く
感
謝
し
た

い
。
本
誌
が
、
多
く
の
現
場
の
教
師
、
研
究
者
に
よ
っ
て
一
読
、
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
切
望
す
る
と
同
時
に
本
誌
へ
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

(
石
川

康
明

記
)

8 8

i
仕
上
l
古
口
∬
T


